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第 268 回 浅草の九代目市川團十郎像と大谷米太郎夫妻像 

       筆者：林 久治（記載：2024 年 3 月 3 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気侭
な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め目
線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既に
優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は「日本の銅像探偵団」（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。
私は珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただける
ことを目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている
有名人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」
と言う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京
近郊と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、
そのような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。私の銅像探索記の全ては、
２）のサイト/fから閲覧出来ます。 

本年の冬は暖冬で、特に 2月 20日は初夏の気候であった。私は毎週末に、健康増

進を兼ねて銅像探索に行っている。2月 10日に、私は墨田区の勝海舟像と加納金助

像を探索し、これらの探索記を 265回の記事/fに記載した。2月 16日には、墨田区

の安田学園に行って、安田善次郎像と安田一像を探索し、それらの探索記を 266回

の記事/fに記載した。当日、私は中央区のシーボルト像も探索した。 

2月 24日、私は墨田区本久寺に雲山像を探索し、雲山像とシーボルト像の探索記

を前回の記事/fに記載した。2月 24日に私は浅草の九代目市川團十郎像と大谷米太

郎夫妻像も探索した。これらの像は、１）のサイト/に収録されているが、大変有名

な銅像なので、勉強のために探索した次第である。本稿は、浅草のこれらの銅像の

探索記である。なお、本稿では私の意見などを青文字で、資料の内容などを緑文字

で記載する。 

 

（２）浅草寺裏の九代目市川團十郎像 

 浅草寺（東京都台東区浅草 2-3-11）の周辺地図を、次ページの図１上に示す。本

殿裏に広場があり、その北西端に大きな立像がある。その周辺写真を図１下に示

す。立像の台座正面には題字があり、それには「市川團十郎」と書かれていた。本

像横には、碑文が置かれていた。 

 ウィキペディアには、九代目市川團十郎の略歴が次のように書かれている。 

①九代目市川團十郞（1838 年 11 月 29日 - 1903 年 9 月 13日）は七代目市川團十郎の五男

で、愛人の子であったため中絶の危機にあったところ、河原崎座の座元・六代河原崎権之

助から「堕ろすなら養子にほしい」と請われ、生後すぐ養子となり三代目河原崎長十郎を

襲名。五代目尾上菊五郎、初代市川左團次とともに、いわゆる「團菊左時代」を築いた。

写実的な演出や史実に則した時代考証などで歌舞伎の近代化を図る一方、伝統的な江戸歌

舞伎の荒事を整理して今日にまで伝わる多くの形を決定、歌舞伎を下世話な町人の娯楽か

ら日本文化を代表する高尚な芸術の域にまで高めることに尽力した。その数多い功績から

「劇聖｣（げきせい）と謳われた。また歌舞伎の世界で単に「九代目｣（くだいめ）という

と、通常はこの九代目 市川團十郎のことをさす。（本文は、３ページに続く。） 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-265.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-266.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-266.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-267.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
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図１．上：浅草寺の周辺地図、①：大谷夫妻像下：本殿裏広場の北西端にある大き

な立像。 

①  
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図２．上：市川團十郎像の近接写真、下：本像横の碑文 

 

図２上には、市川團十郎像の近接写真を示す。図２下には、本像横の碑文を示

す。それには、以下のように書かれていた。 
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 記 

 大正八年 江戸歌舞伎ゆかりの地 浅草浅草寺境内に 劇聖と謳われた明治の名優九代

目市川團十郎の歌舞伎十八番「暫」の銅像が作られました この銅像は近代彫塑の先覚者

新海竹太郎氏の傑代であり 歌舞伎の象徴として全國の人々から親しまれておりました 

ところが第二次世界大戦中の昭和十九年十一月三十日金属類回収のため この「暫」の銅

像も供出命を受け 四十余年を経てまいりました 

 この度 十二代市川團十郎襲名を機に 復元機運が高まり 浅草寺の御理解のもと 多

くの方々に御尽力を賜り ここに「暫」の銅像が再現されました 十一代並びに十二代市

川團十郎父子 地元浅草及び松竹株式会社三者の永年の願いが叶えられたことになります 

 こののちも 歌舞伎の隆盛とともに この「暫」の銅像が歌舞伎の象徴として 日本國

民はもとより世界人々からも 幾久しく愛されますことを願ってやみません 

 昭和六十一年十一月三日                  宇野信夫撰書 

 九代目市川團十郎「暫」銅像 復元建設委員会 

  十二代市川團十郎 浅草観光連盟 松竹株式会社 

 上記の碑文により、本像の座主は「九代目市川團十郎」であり、本像は「暫」の

銅像と呼ばれていることが分かる。私は、九代目市川團十郎の略歴を１ページの①

に紹介した。碑文を書いた宇野信夫氏の略歴はウィキペディアに次のように書かれ

ていた。 

宇野信夫（1904 年 7 月 7 日 - 1991 年 10 月 28日）は、日本の劇作家、作家、歌舞伎狂言

作者。国立劇場理事を長年務め、歌舞伎の演出、補綴、監修を多く行い「昭和の黙阿弥」

と称された。 

 ３）のサイト/1は浅草寺の銅像を紹介している。本サイトに、「暫は、歌舞伎十

八番の鎌倉権五郎のポーズ」と書かれている。ウィキペディアには、代々の市川團

十郎の略歴が以下のように書かれている。 

②八代目市川團十郎（1823 年 11 月 7日 - 1854 年 9 月 27日）は七代目市川團十郎と妻す

み（芝居茶屋、福地善兵衛の娘）の長男として江戸に生れる。その美貌によって広い人気

を集めたが、32歳のとき突如として自殺するという衝撃的な最期を遂げた。独身で後嗣が

なく、20 年の空白を経て、弟の初代河原崎権十郎が九代目團十郎を襲名している。 

③十一代目市川團十郎（1909 年 1 月 6 日 - 1965 年 11 月 10日）は七代目松本幸四郎の長

男として生まれる。父の師匠である九代目市川團十郎の娘婿、市川宗家の市川三升（十代

目市川團十郎）に望まれ、1940 年 4月に市川宗家（堀越家）へ正式に養子に入った。 

④十二代目市川團十郎（1946 年 8 月 6 日 - 2013 年 2 月 3日）は十一代目市川團十郎の長

男として誕生。1985 年 4 月-6 月 歌舞伎座の 3ヵ月に亘る襲名披露興行で「勧進帳」の弁

慶、「助六」の助六ほかを勤め、十二代目市川團十郎を襲名。 

⑤十三代目市川團十郎白猿（現在の團十郎、1977 年 12 月 6日 - ）は、十代目市川海老蔵

（のち十二世市川團十郎）と母・希実子（旧姓・庄司）の長男。 

 上記の碑文では、「暫」の銅像は昭和六十一年十一月三日の再建と書かれてい

る。つまり、昭和 61年は 1986 年であるので、本像は「十二代目市川團十郎襲名の

翌年に再建された」ことになる。なお、本像の制作者は有名な新海竹太郎氏（1868—

1927）である。以上の資料などにより、「暫」像の概要は次の通りである。 

九代目市川團十郎「暫」像 

設置場所：東京都台東区浅草 2-3-11 浅草寺裏庭 

原像制作者：新海竹太郎 

https://pigmonm.hatenablog.com/entry/20180114/p1
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原像設置時期：1919 年 

原像供出：1944 年 11月 30 日 

復元時期：1986 年 11月 3 日（十二代目市川團十郎襲名記念） 

設置経緯：本像横の碑文に記載されている。 

 

（３）浅草寺裏の大谷米太郎夫妻像 

 浅草寺裏には、もう 1 組の銅像が團十郎像とは離れた北東端（図 1 上の①地点）

にあった。その周辺写真を図３に示す。本像の後ろには、屏風のような石壁があ

り、そこには「功徳大宝海」と彫られていた。また、本像左には顕彰碑があった。 

 

 

図３．浅草寺裏の大谷米太郎夫妻像 

 

 次ページの図４上左に男性の胸像を、図４上右に女性の胸像を示す。男性像の台

座正面には題字があり、それには「大谷米太郎翁壽像」とあった。女性像の台座正

面にも題字があり、それには「大谷里夫人壽像」とあった。なお、４）のサイト/に

あった「夫」の篆書体・篆刻体を図４下右に示す。 

両像の背面には、制作者のサインが彫られていた。その一つの写真を図４下に示

す。それには「文夫作 1962」とあった。これは、有名な朝倉文夫のサインであ

る。 

両像に向かって左側にある顕彰碑の写真を７ページの図５上に示す。 

（本文は、７ページに続く。） 

https://www.syotai.net/1737-4-4/
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図４．上左：大谷米太郎翁壽像、上右：大谷里夫人壽像、下左：胸像背面の制作者

サイン、下右：「夫」の篆書体（４）のサイト/より借用）。 

https://www.syotai.net/1737-4-4/


7 

 

 

 

図５．上：両像に向かって左側にある顕彰碑、下：浅草寺宝蔵門、本図は、５）の

サイト/lより借用。 

 

 顕彰碑には、次のように書かれていた。 

大谷米太郎翁壽像記 

翁ハ明治 14 年富山縣ニ生ル壮ニシテ上京大谷製鋼所ヲ創立シ社運隆々今日ノ大ヲナス夙ニ

大慈ニ帰依シ浅草寺信徒総代トナリさと子夫人ト共ニ宝蔵門ノ寄進ノ外伽藍ノ復興に尽力

シ衆庶ノ信仰ヲ荘厳ス其ノ功徳永ク金龍ト俱ニ輝カン 昭和四十二年十月一日 

 上記の顕彰文の趣旨は、次の通りである。 

https://www.senso-ji.jp/guide/guide03.html
https://www.senso-ji.jp/guide/guide03.html
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宝蔵門、現在の門は浅草寺の山門として、内部三層のうち上部二層に近代的な防災設備を

施した収蔵室を設け、浅草寺の什宝物収蔵の宝蔵門として大谷重工業・ホテルニューオー

タニ創始者の大谷米太郎氏のご寄進により復興再建されました。 

 浅草寺宝蔵門の写真を図５下に示す。なお、大谷里夫人の生没年は不明である。大谷米

太郎翁の略歴はウィキペディアや３）のサイト/1に記載されている。以上の資料な

どにより、大谷夫妻像の概要は次の通りである。 

大谷米太郎夫妻像 

設置場所：東京都台東区浅草 2-3-11 浅草寺裏庭 

制作者：朝倉文夫 

制作時期：1962 年 

建立時期：1967 年 10月 1 日 

設置経緯：大谷米太郎翁（1881 年 7 月 24 日 - 1968 年 5月 19日）は富山県出身の実業

家。大谷重工業を創立。ホテルニューオータニを建てたのも彼。1964 年に大谷米太郎夫妻

の寄進によって、1945 年の東京大空襲で焼失した仁王門（経蔵を兼ねることから、宝蔵門

と改称）が再建されるなど、浅草寺の伽藍復興に尽力した。宝蔵門には、重要文化財の

「元版一切経」などが収蔵されている。この縁により、1967 年境内に夫妻の寿像が建てら

れた。里夫人は、栃木県の島田定十郎氏の長女。本像横に顕彰碑があり、その内容は 7 ペ

ージに記載した。 

 

 

参考資料 

１）のサイト：https://douzou.guidebook.jp/ 

２）のサイト：http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf 

３）のサイト：https://pigmonm.hatenablog.com/entry/20180114/p1 

４）のサイト：https://www.syotai.net/1737-4-4/ 

５）のサイト：https://www.senso-ji.jp/guide/guide03.html 
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